
資料 1 住民基本台帳に基づく人口の推移 6月 議会個人質問資料
6番議員田中紀子

毎年4月 1日 現在 木更津市の人口

住民基本台帳より H25年のみ外国人含む
12000

10000

8000

6000

4000

2000

0

L

1 1違 |

0～4 5～9
10～

■4

■5～

19

20～

24

25～

29

30～

34

35～

39

0～

44
45～

49

511～

54

55-
59

60～

64 “

～

69

70～

74

75～

79

80～

84

85-
89

90～

層H20年 5540 5842 5834 6384 6588 7247 92“ 9871 7464 7178 7820 ■1477 9987 8692 6595 49g 3455 1748

●H21年 5490 5955 591X 6247 6462 73B 8837 10312 7865 7239 7,1 9917 10■56 9405 6738 3350 4841 966

●H22年 5571 5977 6207 6334 7267 8538 10622 7340 7508 9192 10712 9594 69■O 1942

嬌H23年 5630 602■ 6124 α79 6●5 7908 8337 10584 8944 74■6 7367 8634 1■4■5 9■ 68 7301 5448 t981 ■177

“
H24年 57“ 6135 6145 6■47 6028 7239 8253 10344 9753 7378 7215 8265 11177 9248 78" 5674 391■ 21∞ 1202

H25年 餌 1 6134 6220 αン2 7262 81, 10145 Ю618 7883 7417 7914 10481 977■ 8294 5904 4118 2270 256
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資料2 r持続可能な財政構造」確立への道筋について
繰出金や負担金の現状

6月 議会個人質問
6番議員 田中紀子

4,000′ 000

グラフA I s6Kl年度と比べると l  特別会計ヘ ー般会計からの繰出金 14位千円〕
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■ 国民健康保険特別会計        ■ 老人保健医療特別会計
● 老人保健事業            ■ 介護保険事業特別会計
■ 後期高齢者医療事業          ■ 介護保険事業(介護サービス事業勘定
■ 水道事業              ■ 霊園事業
■ 市場事業              ■ 下水道事業
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一般会計から繰り出した

繰出金や負担金総額 〔単位汗円}

H18 H19 H20 H21 H22 H23

‐■企業団や一部事務組合等へ繰り出している負担金

‐■特別会計へ 繰出金

――合計

5,13フ 8́7

グラフC
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増えた負担金は何?

(単位千円}

H18H19H20H21H22H23
-千 葉県市町稀 合事務組合

J卜千葉県後期高齢者医療広域連合

― 君津都市広域市町村圏事務組合

(グラフA)一般会計から特別会計に繰り越す額は年 減々少。

(グラフB〕 一般会計から一部事務組合等に繰出している負担金が増加傾向。

(グラフC)後期高齢者医療広域連合への負担金がふえていることがわかる。
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資料4 人口減と将来負担 6月 議会個人質問
6番議員 田中紀子

市債残高のプ
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訂`弧単位:百万円
´
Ｆ「計271億85∞万円

⌒   

「

|

[
設費などの市債

臨時財政対策債

H12年

度

H13年

度

H44年

度

H15年

度

H16年

度

H17年

度

・８年

度

Ｈ ・９年

度

Ｈ ２０年

度

Ｈ ２． 年

度

Ｈ H22年

度

H23年

度

■■建設費などの市債 25260 28113 26978 24871 23402 21694 19972 18334 18018 16429 15223 13871

■■臨時財政対策債 0 526 1651 3833 5400 6551 7494 8236 882フ 9870 11718 13314

――合計 25260 28639 28629 28704 28802 28245 27466 26570 26845 26299 26941 27185

出典:財務部より、総務常任委員会協議会資料

今までの基本構想や計画を立てたときの木更津市の将来人口の目標は?

基本構想 1981～21X10年 2000年人口24万人目標 常住人口 10/1現在

第1次基本計画 1981～ 1990年 1990年人口15万人目標 1990年 123,433人

第2次基本計画 1991～ 211t10年 2000年人口20万人目標 2000年 122,768人

基本構想 2000-20154「 2015年 17Q00Cl人 目裸 常住人口 10/1現在

第1次総合5か年プラン 2000～2004年 2004年 131,000人 目標 20044「  122,807A

第2次総合3か年プラン 2005-2007生
「

2007年 125,000人 目標 2007年 123.637人

第3次総合3か年プラン 21X18～ 2010年 2010年 126,000人 目標 2010年 129,312人

第4次総合3か年プラン 201lr‐ 2013年 2013年 130,000人 目標 20134「  131,054A (5/1)



資料5              長野市の「財政の見通し」         6月 議会個人質問
6番議員 田中紀子

参考 長野市 H25年度版実施計画を一部抜練 歳入・歳出や大型プロジエクトー覧は省略)

注1をみると、過去は、決算額、現在は予算額 未来は推定値てグラフを作成していることがわかる。

(1)歳入・歳出 (普通会計)

蔵入・臓出
(億円)

1.000

と財政調整のための基金残高 【平成19年度～34年度】
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注1,平成19～ 23年度=決算機 24年度‐3月 補正後予算額、25年度=当初予算額、26年度以降=推計値
注2:財政調整のための基金=財政調整基金十減債基金■土地開発基金

(減債基金には住宅新築資金等貸付事業債選準備基金を含む。)

注3:各推計額は、社会経済情勢等により大きく変動する場合があります。

2"翌

194「燿ヒ20   21   22   23

前期基本計画期間

29   30   31   32   33 044「 口こ

1嬌

基金残高 (億円)

24   25   26   27   23

後期基本計口期間

『

 1424
1,90

LLi品∫品°「
38

薔全
残高
に 円)

264  300

15ケ月予●では、
1]n薔口嚇換薇書餘く)



(2)公債費と市債残高 (普通会計)【平成19年度～34年度】

市薇
残高
〈億円)

2,000

1000

1.200

19年

= 20  21  22  23画期間

24     25     26     27     23

後

"=本
計口期間

29  30  01  32  33 04年 嗅

淳
滋

平成19～ 23年度‐決算額、24年度=3月補正後予算額、25年度=当初予算額、26年度以降=推計値

市債には、臨時財政対策債を含む。

一 市債残高 一 公債費 一 市償借入額

市債残富

1544

1872  1604  1●71
■6231望315,3

●382 134o l翌°
1

189   186   187   180   18913  撃 囃  11  2i5 甲 回



資料6 子どもの学びを支える就学援助制度
10年前と比較した生活保護人数

6月 議会個人質問資料
6番議員田中紀子

H16年とH25年の生活保護人数比較
コH16年 %H25年

0～ 9歳

10～ 19歳

20～ 29歳

30～ 39歳

40～ 49歳

50～ 59歳

60～ 69歳

フ0～79歳

80歳～

この10年でふえた新たな貧困
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